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第２章　7　フランス革命とナポレオン

旧体制の動揺
・絶対王政が続くフランスでは，旧体制と表現される専制政治に対する不満
→第一身分（聖職者）や第二身分（貴族）などの特権身分に対し，平民身分の第三身分内では，ブルジョワが啓蒙思想の影響を受け旧体制を批判
・アメリカ独立戦争への参戦で財政が破綻
→1789年，国王ルイ16世は特権身分への課税を模索し，三部会召集を決定
・フランス革命：貴族・ブルジョワ・都市民衆・農民が絡み合う中で展開
革命の過程
●立憲君主政の成立
・1789年，三部会の開催→会議の開催方式をめぐり紛糾：第三身分は国民議会を発足
　→ルイ16世は国民議会を弾圧しようとする→バスティーユ牢獄襲撃
　→封建的特権の廃止が宣言され，『人権宣言』が発せられる
・1791年，国外逃亡をくわだてた国王一家がとらえられる事件
・91年憲法にもとづく立法議会…オーストリアなど反革命勢力との戦争や国王一家の処遇をめぐり対立
→議会外では共和政を求める運動が活発化
・1792年，対外戦争でフランス軍が苦戦→パリ民衆が８月に王宮を占拠→王権停止
●共和政の成立
・第一共和政…1792年９月からの国民公会で宣言→翌年，ルイ16世は処刑
・革命への外圧→急進共和派は恐怖政治をおこない，反革命派と民衆運動を取り締まる
・1794年，戦局の安定→急進共和派の指導者ロベスピエールらは逮捕・処刑
ナポレオンの帝政
・1795年に総裁政府が成立したが政局は不安定→1799年，軍人ナポレオン=ボナパルトがクーデタで統領政府を樹立→政治の実権をにぎり，1804年に皇帝となる（第一帝政）
・ナポレオンはナポレオン法典（民法典）を制定し，1806年，フランスの経済的利益を保護する大陸封鎖令を発する
→革命戦争が侵略戦争に変化→1812年，ロシア遠征の失敗→失脚
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